
令和７年度資源・ごみ等の排出見込量

７　排出見込み量（参考資料）

(1) 家庭系ごみ・資源 （単位:ｔ） 【積算根拠】

R5実績
R7見込量

（プラなし）
R7見込量

（プラ・名称変更込み）
（R6見込量）

燃やすごみ 19,713 19,009 18,040 　　R5実績 × 増減率①

破砕ごみ 1,805 1,662 1,610 （R7見込量）

粗大ごみ 1,472 1,488 1,480 　　R6見込量 × 増減率②

資源 7,604 7,528 8,530 算出後プラ一括回収と名称変更削減見込み分を反映

(2) 事業系ごみ （単位:ｔ） 【積算根拠（区分：事業系ごみ）】

R5実績 R7見込量 （R6見込量）

事業系ごみ 10,396 10,220 　　R5実績 × 増減率①

4,673 4,730 （R7見込量）

バイオス小牧以外 4,421 4,421 　　R6見込量× 増減率②

バイオス小牧 252 315

※1　事業系資源のR6及びR7見込量については、現状では推計ができないためR5実績と同量の数値に

　　 バイオス小牧のR6見込量（ｂ）を加算して算出した。

（ａ）4,673ｔ　（ｂ）315ｔ　＜ 242.18ｔ【R6.12月までの実績】/194.22ｔ【R5.12月までの実績】 ×　252.41ｔ【R5実績】 ＞

【事業系資源R6･R7見込量】（ａ）+（ｂ）= 4,735 + 315 = 4,736ｔ

(3) し尿・し尿浄化槽汚泥 （単位:ｋｌ） 【積算根拠】

R5実績 R7見込量※2 （R6見込量）

し尿 1,107 1,100 　　R5実績 × 増減率①

浄化槽汚泥 21,614 22,350 （R7見込量）R6見込み量と同量

※2　 生活排水処理基本計画の予測値はR6年度に開業予定であった大規模商業施設の浄化槽汚泥量を加味している為、R6年見込み数値を記載。

＜増減率(参考)＞

燃やすごみ 97.42% 13,474 ｔ 13,126 ｔ 98.98% 21,002 ｔ 20,788 ｔ

破砕ごみ 93.02% 1,212 ｔ 1,127 ｔ 99.02% 2,140 ｔ 2,119 ｔ

粗大ごみ 101.76% 989 ｔ 1,007 ｔ 99.33% 1,779 ｔ 1,767 ｔ

資源 99.28% 5,263 ｔ 5,225 ｔ 99.45% 7,593 ｔ 7,551 ｔ

事業系ごみ 100.28% 7,033 ｔ 7,054 ｔ 98.06% 9,474 ｔ 9,290 ｔ

99.78% 805 ｋｌ 803 ｋｌ

103.41% 16,384 ｋｌ 16,942 ｋｌ
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